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令和元年度１１月定例教育委員会 会議録 

 

１ 会議の別  定例会 

 

２ 開催月日  令和元年１１月１４日（木） 

 

３ 開催時間  午後１時３０分から午後３時２０分 

 

４ 開催場所  昭和町中央公民館 第１会議室 

 

５ 出席委員  教育長 太 田   充 

教育長職務代理者 山 田 由 美 

委 員 磯 部 幸 廣 

委 員 石 原 保 夫 

 

６ 欠席委員  委 員 小 宮 山  稔 

 

７ 委員及び傍聴人を除く会議室に出席した職員の職氏名 

学校教育課長  五 味   隆 

生涯学習課長  小 宮 山  毅 

主幹・指導主事 古 屋 正 樹 

学校教育課総務係長 細 田 忠 司 

   

８ 出席した長及びその事務局の職員の職氏名  なし 

 

９ 傍聴人  なし 

 

10 会議の概要 

 

開 会 

 （１）開会 

（２）前回会議録の承認 

（３）教育長の報告 

   ・１１月実施四校会の報告について 

・学校給食センター増改築工事終了と給食開始について 

・令和２年度学校予算要求、査定立会について 

・令和２年度教育課程・学校年間計画の作成について 

・管理職登用検査日程について 

・令和元年度末人事異動説明会について 

・中央市・昭和町教育支援センター・適応指導教室設置検討会議について 
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・県少人数教育検討委員会について 

・生涯学習課の行事について 

・１２月議会について 

・水無月会について 

・その他 

（４）諸報告（各課等の報告） 

①生涯学習課（各種事業、今後の事業予定他） 

②学校教育課（      〃      ） 

（５）議事（会議に付した議案） 

１）その他 

 （６）その他 

 

11 議案となった動議を提出した者の氏名 なし 

 

12 議事 

 

教育長 

 

 

山田職務代理 

 

 

 

古屋主幹指導主事 

 

 

教育長 

 

山田職務代理 

 

 

古屋主幹指導主事 

 

 

教育長 

 

磯部委員 

 

 

五味課長 

 

議事に移ります。 

１）その他について、何かありますか。 

 

年間の行事日程についてです。小中学校の入学式が同日になり、午後

から実施する中学生の式中、具合が悪くなる生徒がいたようですが、今

後の方向性はいかがですか。 

 

午後からの開式ですので、暖かくなったり熱気や緊張で具合が悪くな

る生徒もいたようです。 

 

保護者の方からはいかがでしょうか。 

 

仕事ことを考えれば、休暇は１日ですむので休みやすいと思います。

学校の方から、要望、ご意見ありましたか。 

 

教務主任と話す機会がありましたが、特にありませんでした。また、

確認しておきます。 

 

その他に何かありますか。 

 

学校の修繕費について、長寿命化計画との兼ね合い、考え方について

どういう感じになるのか。 

 

長寿命化計画での考え方は、建物自体を６０年で建て替えるところ、

大規模改修を行い１００年使用できるようにするような考え方です。 
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五味課長 

 

 

磯部委員 

 

五味課長 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

山田職務代理 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

石原委員 

 

 

教育長 

 

古屋主幹指導主事 

 

石原委員 

 

古屋主幹指導主事 

 

山田職務代理 

 

古屋主幹指導主事 

 

山田職務代理 

 

通常の修繕費については、日常的な部分になりますが、中には規模が

大きくなると長寿命化計画に載せるものもあるかもしれません。 

 

予算としては今まで通りになるのか。 

 

予算として、通常の修繕費は５０万円までの物を学校予算、それ以上

の物は委員会予算として毎年計上します。 

 

その他にはいかがですか。 

以前、県の方と話をしたところ、昭和町はトラブルが少ないとの事で

した。一方、県下でも不登校の案件が増えてきているそうで、大きな問

題となっています。先生が保護者にも会えず、子供の安否確認が難しい

家庭もあります。 

 

インフルエンザに罹ってしまうと、１週間近く休まなければならず 

勉強がわからなくなってしまい、そのまま学校に行きたくなくなってし

まう話を聞きました。教員の多忙化もありますが、病欠の後にフォロー

していただけると、改善する事もあるのではないでしょうか。 

 

不登校の要因として、勉強がついていけないというのは大きなこと

で、塾や学習のサポートがあったので学校に戻れた事例もあり、学習面

でのことは重要になると考えます。 

不登校にはいろいろな原因がありますので、対応も難しいところです

が、喫緊の課題となっているのは間違いないところです。 

 

不登校の子で昼間は来られないけれど、夜なら学校に登校できる子も

いるのか。 

 

小学校では、みんなが帰った後に来る子もいました。 

 

中学校では、夕方に保護者が連れてくる生徒がいます。 

 

勉強も教えてくれるのですか。 

 

勉強したり、話をしたり長時間ではないですが行っています。 

 

不登校のカウントに入ってしまうのですか。 

 

出席扱いになります。 

 

進路についてはいかがですか。 
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古屋主幹指導主事 

 

石原委員 

 

古屋主幹指導主事 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

石原委員 

 

五味課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

細田係長 

 

 

山田職務代理 

 

 

 

教育長 

私学や定時制などを先生方が探してくれています。 

 

進学した後はどうですか。その後の把握はしているのか。 

 

進学によってリセットする機会になり、気持ちが変わるきっかけにも

なっています。その後については、全員を追跡することは難しいところ

です。 

 

著書によると、中学校で完全不登校だった子も８割程度は社会復帰で

きているとの事です。対応を間違えると、引きこもりになってしまうな

ど難しいところです。卒業、入学が気持ちのリセットになったりもしま

すが、中一ショックなど反面なこともあります。県内では 1,000人以上

が不登校と認識されています。最後には学力が重要になると思います。 

その他にはいかがですか。 

 

給食が始まりましたが、弁当の時と比べて様子はどうですか。 

 

最終報告は受けていませんが、弁当給食開始のころは良い感じでスタ

ートしていたのですが、メニューや個々の食品が繰り返したりすること

もあり、かなり工夫して下さっていたのですが、最後の頃になると飽き

てしまったという声が聞かれました。残菜量は給食時に比べ、増えてい

ると思われます。 

給食が始まってからは、楽しみにしていたなどの声も聞いています。

お弁当の時は、食べきれない子のものは残菜になってしまいますが、 

給食になると分け合うこともできますので、食品ロスは少なくなる予想

にはなります。 

 

保護者からはいかがですか。 

 

給食が始まって余った分については、みんなで残さないように食べて

いると聞いていますので、課長の言うとおり残菜の全体数量は減ってい

ると思われます。 

給食が始まって大喜びと言っています。弁当の時と違い、暖かい物を

食べられることや、分け合うこともできたり良かったと思います。栄養

もしっかりと考えて下さっているので有難いことと感じています。 

 

その他に何かありますか。 

無いようですので、議事を終わります。 

 

―閉会 午後３時２０分― 

 

次回の定例教育委員会は令和元年１２月１２日（木）午後１時３０分から開催します。 


